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1. XTERM6683の新機能 (MSP)

1 0月11日（火）からXTERM6683に以下の機能が追加されています．

・日本語入力機能

Xl 1R5の XIMPプロトコルを使用，した IMサーバを利川して実現しています．本センターでは，

xfeoakという l¥1サーバを利用した日本話入力機能の動作確認をしています． IMサーバには

xfeoakのほか Kinput2や Xwnmo,atok7などがあります．

・カット＆ペースト機能

ウィンドウに表示しているデータの必要部分を切り出し（カット），別のウィンドウに張り付ける

（ペースト）機能です．これを利用することでウィンドウ間コピーができます．ただし，ペースト

するデータが入力可能フィールドより長い場合は X保護領域が点灯し．入りきらないデータは廃棄

されます．
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2. 第 12回九州大学大型計算機センター計算機科学研究集会開催のお知らせ

標記研究集会を下記の要領で開催しますので，ふるってご参加ください

九州大学大型計算機センター

第12回計算機科学研究集会プログラム

日 時平成6年11月29日（火） 10:20~17:00

場 所 九州大学大型計算機センター多日的講習室 (3階）

開会の辞 (10:20~10:30) 有川節夫（九州大学大型計算機センター）

講演 (10:30~12:00) 座長松尾文碩（九州大学工学部）

1.流体解析に使用されるVP向きSOR法のデータ引用法の性能比較

小園茂平（九州大学応用力学研究所）

2.大規模集合教育のためのUNIXシステムにおけるファイル使用分析

中山仁，大西淑雅（九州工業大学情報科学センター）

末永正（近畿大学九州工学部）

3.既存エディタのグループエディタ化

佐藤浩，宇津宮孝一，吉田和幸（大分大学工学部知能情報システム工学科）

休憩 (12:00~13:00)

講演 (13:00~14:00) 座長有田五次郎（九州工業大学情報工学部）

4. 9119号台風による風倒木災害と2次災害の衛星リモートセンシング調査

後藤恵之輔（長崎大学工学部）

松岡朋秀（鹿島建設）

伊藤宣弘（東急建設）

5.衛星マルチバンド・データと海深度との重相関係数による海深度の推定

前間英一郎（近畿大学産業技術研究科）

森正寿（近畿大学九州工学部）

後藤恵之輔（長崎大学工学部）

休憩 (14:00~ 14: 10) 

講演 (14:10~15:10) 座長牛島和夫（九州大学工学部）

6.故障検出数による重み付けを用いたテスト集合圧縮法に関する研究

吉田清明，朱雀保正，元石浩二（久留米工業大学電子情報工学科）

7.並列化コンパイラにおけるプロセッサ間非同期通信を用いた通信の最適化

特別講演 (15:30~17:00)

南里豪志（九州大学工学部）

佐藤周行，島崎員昭（九州大学大型計算機センター）

休憩 (15:10~15:30)

北海道大学工学部電気工学科 田中譲教授（予定）

問い合わせ先九州大学大型計算機センター 天野浩文
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